
 

 

 

 

 

 

 

石川県内の一流企業の講師を本校に招き、企業のグローバル戦略やその意義を学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

難関大学の一つである京都大学において、文系学部の研

究室を訪問したり、ゼミに参加したりすることによって大

学での研究方法を学びます。またＯＢ･ＯＧの話を直接聞く

ことによって進路選択へのモチベーションを高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治経済の中心業務を担う公的機関や、幅広く国際的な活動を展開している機関や企業を訪

ねることにより、視野を広げ、将来日本の中心的な役割や国際的な立場を担うことを考える機

会にしたいと考えています。 

 

①東京大学 

最難関大学の東京大学文系学部を訪問し、

大学での研究のあり方を学びます。 

②外務省 

 世界との交渉役である外務省を訪れ、国際社会と

日本との関わりを学びます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

③国際協力機構（ＪＩＣＡ） 

 国際協力機構の役割や青年海外協力隊の体験

談を聞き、国際協力の現状を学びます。 

④東京証券取引所 

 経済の最前線の現場を訪れ、私たちの暮らしに密

接に関わる株式について学びます。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、商社や先進的分野を扱う企業などを訪問予定です。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

授業を通して身につけた英語の基礎力をもとにして実践力を養うと同時に、国際感覚を

学び、世界的視野を養います。 

この研修では、台湾で事業を展開する日本企業の訪問や高校生同士の交流を行う予定です

。このような研修を通して、グローバルな視点から国際経済に関することを学んだり、異文

化を素直に受け入れたりして、両国間の文化的差異や共通性を追究し、自らの郷土や国家に

ついても深く考える機会になると考えています。    

           

 

 

 

多元的な視点で物事を考える思考力、探究する能力と態度を育成することを目的として、

年間を通じて少人数グループでゼミ活動を行います。４～５月にグループ編成と研究テーマ

設定をし、仮説を立てて議論を行い、その成果を１月に発表する予定です。 

 

 

 

 

 

「人文科学課題研究Ⅰ」や「総合的な学習の時間」を利用して、英字新聞や英語ニュースなどを

通して時事問題や外国文化に触れ、内容を日本語に要約したり、内容に対する自分の意見を書

いたりなどの活動を行う予定です。また、ＡＬＴを交えての授業も取り入れ、基礎的な英語表現力を

身につけます。 

石川県立小松高等学校 人文企画室  平成２９年４月 

 
 

 

 

新營高級中学との交流 日本企業訪問 


